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あなたはどうして
日本ハンドボール協会
公認審判員の資格を

取得しようと思いましたか？



・指導者として必要

・プレーヤーとしてもっとルールを知りたい

・また関わってみたい

・もっと知りたいハンドボールを知りたい

・将来、国際レフェリーになりたい

ハンドボールとより深く関わるため



レフェリーの役割とは？

① 相手の身体を傷つけることなく、チームに本来の

プレーを行う正当なチャンスを与えること。

② ルールや技術の正しい知識を基にゲームを

うまくリードすること。

③ スピーディーで得点を競い合う競技である

ハンドボールの魅力を引き出すこと。



D級取得時に送付されるもの



D級取得時に送付されるもの

カード



D級取得時に送付されるもの

コイン



D級取得時に送付されるもの

ワッペン



D級取得時に送付されるもの

審判手帳



公式試合で着用するもの



公式試合で着用するもの

審判着
Referee wear

hummel・asics・kanko 等

※まずは黒色の購入を推奨



笛
whistle

Dolphin・Fox 等

※玉ありと玉なしがあると安心

公式試合で着用するもの



公式試合で着用するもの

シューズ
shoes

大部分が黒色のもの



審判バッグ
Referee bag

指定はないため手頃なもの

公式試合で着用するもの



その他必要となるもの

※県協会HPからダウンロードできます



その他必要となるもの

ハンドボール競技規則（最新版）



その他必要となるもの

レフェリーハンドブック（最新版）



その他必要となるもの

ハンドボール競技規則 問題集（最新版）



上級申請要件 【D級 → C級】

① D級取得から満１年を経ていなければならない

※ 筆記試験を行い、ルールの理解度を計る

② D級取得から公式試合を１試合以上担当

※ 手帳への記入を怠らないようにしましょう

③ 年に１回以上の講習会への参加

※ 公式試合と同様に記帳する

《担当できるようになる試合》

九州（ブロック）大会



上級申請要件 【C級 → B級】

① C級取得から満２年を経ていなければならない

※ 筆記試験と実技試験（シャトルラン含む）での合格

② C級取得から公式試合を３０試合以上担当

※１試合以上のブロック大会を担当

③ 年に１回以上の講習会への参加

※ 公式試合と同様に記帳する

《担当できるようになる試合》

全国大会



上級申請要件 【B級 → A級】

① B級取得から満２年を経ていなければならない

※ 筆記試験と実技試験（シャトルラン含む）での合格

② B級取得から公式試合を５０試合以上担当

※１試合以上の全国大会または
１０試合以上のブロック大会を担当

③ 年に１回以上の講習会への参加

※ 公式試合と同様に記帳する

《担当できるようになる試合》

リーグHを含む全ての試合



いつから公式試合を担当できる？

①県協会へ申請

②県協会から日本協会へ申請

県協会にコイン・ワッペン・審判手帳が送付

③県協会から皆様へこれらを送付

①〜③終了後、すぐに公認審判員としての活動を
スタートすることができます



手帳記入の仕方

【記載すべき内容】
①年月日
②大会名または講習会名(〇〇大会)
③主催者(高体連・〇〇協会等)
※公式大会以外は記入しない

④試合結果または講習会開催場所
※勝利チームを左側に記入する
※講習会は左側に県名、右側に都市名

⑤ペアレフェリーまたは講師名(フルネーム)
⑥確認印(大会審判長の押印)

公式大会・試合の例

講習会・研修会の例



基本的な審判法



CRとGRの任務分担

コートレフェリー（CR）と
ゴールレフェリー（GR）によって

判定を下していかなければならない。

役割と領域を分担し、

常に連携と相互理解を図り、



CRとGRの任務分担

コートレフェリーの任務 ゴールレフェリーの任務

① ボール付近のプレーの観察

② 自身に近いフリースロー

③ 自身に近いターンオーバー

オーバーステップ
ダブルドリブル
オフェンシブファール 等

④ 罰則

① ゴールエリア付近の観察

② 得点

③ ラインクロス

④ 7mT

⑤ PVプレーヤーの攻防

⑥ 罰則



CRの任務



GRの任務



位置の交代

罰則後、タイムアウト後7mT
などが交代のチャンス

得点合図の後は決して二人の
位置を交代してはならない



どこをどのように走るべきか

最も大切なことは
コート内のプレイヤーと

ボールから目を離さないこと

正しい判定をするために
できるだけ近くで判定する



判定と吹笛

○ 判定の笛はまず大きく吹くようにする

○ 判定の手順を守る

① 笛

② 方向指示（再開方法）

③（必要に応じて）ジェスチャー

※ 退場を判定するときには

① タイムアウト（ピッピッピッ）

② ジェスチャー（２min）

③ ジェスチャー（違反内容）



ジェスチャー

まずはルールブック通りの
正しく美しいジェスチャーを用いましょう

ただし、現行のハンドボールではルールブックに
記載されていないジェスチャーも可と

されています（特に退場場面において）。
必要に応じて、事象に適したジェスチャーを

用いるようにしましょう。

コート上の立ち振る舞い、ジェスチャー、笛のタイミングが
適切でないと、正しい判定をしていても信頼はされない。



1

ジェスチャー

19



1

ジェスチャー

20



121



122



23

まずはこれらの基本的な
１７種類のジェスチャーを
写真とまったく同じように
できるようになりましょう



上達するために

○とにかくたくさん笛を吹く
（練習中の攻防や練習試合でも）

○まずは思ったように思い切り判定する

○笛の音やジェスチャーはとにかく大きく

○自分からいろいろな人にアドバイスや好評をもらう

○わからないことがあったらルールブックから答えを探す

○レフェリーの視点で多くのゲームを観る



県審判部チーム一丸となって皆さんの
活動をサポートしていきます。

些細なことであっても
わからないことや聞きたいことがあれば

私か各種別の審判委員にご相談ください。

福岡県協会担当

審判長：川端 祐貴

電話番号：090– 5478 – 5873

E-mail：fielder4208@yahoo.co.jp

mailto:awabata-y5578pr@ef.fukuoka
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